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各
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

り
、
県
内
沿
岸
市
町
村
で
最
大
で

あ
る
。
磯
焼
け
の
抜
本
的
な
対
策

の
実
施
を
求
め
る
。

　

▽
貝
毒
の
発
生
に
伴
う
出
荷
の

自
主
規
制
に
お
い
て
は
、
出
荷
時

期
を
ず
ら
す
等
の
調
整
を
行
い
、

生
産
者
が
自
主
的
に
対
策
を
行
っ

て
い
る
が
、
漁
業
経
営
に
は
大
き

な
影
響
が
出
て
い
る
。
貝
毒
が
発

生
す
る
原
因
究
明
と
抜
本
的
な
対

策
の
実
施
を
求
め
る
。

　

▽
主
力
魚
種
で
あ
る
サ
ケ
の
水

揚
げ
量
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
現
状
の
水
揚
げ
量
の
減

少
が
継
続
し
た
場
合
、
親
魚
の
減

少
に
よ
り
採
捕
放
流
事
業
が
成
り

立
た
な
い
状
況
に
な
る
も
の
と
危

惧
し
て
い
る
。
原
因
究
明
と
抜
本

的
な
対
策
の
実
施
を
求
め
る
。

  

理
研
食
品
陸
高

  

ベ
ー
ス
を
視
察

　
　  

　
　
　
復
興
特

　

復
興
対
策
特
別
委
員
会
（
大
坂

俊
委
員
長
、
委
員
17
人
）
は
３
月

 

道
の
駅
の
運

 

営
状
況
聞
く

　
　
　
　
　
　  

総
　
務

　

総
務
常
任
委
員
会
（
中
野
貴
徳

委
員
長
、
委
員
６
人
）
の
所
管
事

務
調
査
は
３
月
14
日
、
市
役
所
で

行
い
、
道
の
駅
高
田
松
原
の
運
営

状
況
に
つ
い
て
、
市
観
光
交
流
課

の
村
上
知
幸
課
長
と
施
設
を
指
定

管
理
し
て
い
る
㈱
高
田
松
原
代
表

取
締
役
の
熊
谷
正
文
社
長
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

道
の
駅
高
田
松
原
は
、
令
和
元

年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
間
も
な

く
月
間
来
場
者
数
10
万
人
を
超
え

て
期
待
さ
れ
た
矢
先
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
施
設
内
で
店
舗
を
構

え
て
い
る
事
業
者
の
営
業
努
力
に

よ
り
、
新
商
品
の
開
発
な
ど
で
来

訪
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
事
業
展
開
に
よ
り
、

今
後
の
交
流
人
口
拡
大
に
寄
与
す

る
も
の
と
確
認
で
き
た
調
査
と
な

り
ま
し
た
。

  

海
洋
変
化
の
原
因

  

究
明
で
国
へ
意
見
書

　
　
　
　
　
産
業
建
設

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
鵜
浦

昌
也
委
員
長
、
委
員
６
人
）
の
所

管
事
務
調
査
は
３
月
14
日
、
市
役

所
で
行
い
ま
し
た
。
市
水
産
課
の

菅
野
泰
浩
課
長
か
ら
海
洋
変
化
等

に
伴
う
漁
業
被
害
に
つ
い
て
聞
き

取
り
調
査
し
、
衆
参
両
院
議
長
は

じ
め
総
理
、
関
係
大
臣
へ
提
出
す

る
意
見
書
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
「
海
洋
環
境
の
変
化
等
に
よ
る

磯
焼
け
、
貝
毒
の
発
生
及
び
主
力

魚
種
の
不
漁
に
お
け
る
原
因
究
明

と
対
策
に
係
る
意
見
書
」
の
内
容

は
次
の
通
り
。

　

▽
県
が
令
和
３
年
３
月
に
ま
と

め
た
「
藻
場
保
全
・
創
造
方
針
」

で
は
、
本
市
の
藻
場
面
積
は
、
東

日
本
大
震
災
と
比
較
し
約
86
％
も

減
少
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お

加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的支援制度の創設を求める意見書
　加齢性難聴は、コミュニケーションを困難にするなど日常生活を不便にし、生活の質を落とす大
きな原因となるばかりか、最近では鬱病や認知症の危険因子となることも指摘されている。この聞
こえの悪さを克服し、音や言葉を聞き取れるようにし、日常生活を快適に過ごすことができるよう
補完するのが補聴器である。
　我が国の難聴者率は、欧米諸国と大差はないが、補聴器の使用率は欧米と比べて低く、我が国で
の補聴器の普及が求められている。しかし、我が国において補聴器の価格は片耳当たりおおむね15
～30万円であり、医療保険適用ではないため全額自己負担となる。そこで国においては、身体障
害者福祉法第４条に規定する身体障がい者である高度・重度難聴（両耳７０デシベル以上等の身体
障害者手帳６級以上）に対して、補装具支給制度により補聴器の購入に必要な補助を行っているが、
その対象者はわずかであり、多くの方は自費で購入している。
　欧米では、補聴器購入に対し公的補助制度等があり、我が国においても、一部の自治体では高齢
者への補聴器購入に対し補助を行っているが、補聴器が更に普及すれば、高齢になっても生活の質
を落とさず、心身共に健やかに過ごすことができ、認知症の予防、ひいては健康寿命の延伸、医療
費の抑制にもつながると考える。
　殊にも、高齢化率が４０．２％と高く、過疎傾向にある集落や災害公営住宅等における独居高齢
者が多い本市にあっては、見守り訪問時の呼び出し音などが聞こえない方もおり、補聴器は日常生
活に不可欠と思料する。
　よって、国においては、こうした課題に対応するため、補装具制度の対象とならない加齢性難聴
者の補聴器購入について、全国統一の公的支援制度を創設するよう強く要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　　令和４年３月１８日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩手県陸前高田市議会議長　福　田　利　喜

請 願 審 査 請 願 審 査
　請願第１号「再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改定を求める意見書提出を求める請願について」は
総務常任委員会に付託し、審査を経て本会議で賛成少数により不採択としました。
　請願第２号「加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的支援制度創設について」は教育民生常任委員会
に付託し、審査を経て本会議において全会一致で採択し、衆参両院議長や内閣総理大臣、所管大臣らに
意見書を提出することにしました。（担当：蒲生哲）

　　　　請　　願

【請願第１号】
再審法（刑事訴訟法の再審
規定）の改定を求める意見
書提出を求める請願につい
て

【請願第2号】
加齢性難聴者の補聴器購入
に対する公的支援制度創設
について

　　　　　　　　趣　　　旨

①再審における検察手持ちの証拠の全面開示、
②再審開始決定に対する検察の不服申立て
（上訴）の禁止を内容とする「刑事訴訟法の
再審規定（再審法）の改正を求めるよう国に
対して意見書を求めるもの

加齢による難聴者の補聴器購入に対する公的
補助制度を創設するよう、内閣総理大臣はじ
め関係部署に意見書を送付すること

　結果

不採択

　採択

【表決が分かれた案件】

※「○」は賛成、「×」は反対。「議」は議長のため、採否に参加せず。
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15
日
、
理
研
食
品
（
株
）
が
米
崎

町
脇
之
沢
漁
港
内
に
整
備
し
た
海

藻
類
の
陸
上
養
殖
施
設
「
陸
前
高

田
ベ
ー
ス
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

同
社
（
本
社
、宮
城
県
多
賀
城
市
）

は
昭
和
39
年
の
創
業
で
、
ワ
カ
メ

や
海
藻
関
連
食
品
、
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
な
ど
を
製
造
販
売
し
て
お
り
、

大
船
渡
市
内
に
も
工
場
を
設
け
て

い
ま
す
。

　
復
興
事
業
に
よ
る
防
潮
堤
の
整
備

が
終
了
し
、
本
格
的
に
利
活
用
で
き

る
環
境
が
整
っ
た
漁
港
内
に
陸
上
養

殖
施
設
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

業
務
内
容
や
設
備
等
に
つ
い
て
同

社
原
料
事
業
部
の
佐
藤
陽
一
部

長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

陸
前
高
田
ベ
ー
ス
は
、
同
社

が
全
国
各
地
で
行
っ
た
調
査
を

も
と
に
、
気
象
状
況
や
養
殖
に

欠
か
せ
な
い
海
水
の
確
保
面
な

ど
か
ら
適
地
と
判
断
し
、
整
備

さ
れ
た
も
の
で
す
。
ス
ジ
ア
オ

ノ
リ
な
ど
の
陸
上
養
殖
を
行
う

施
設
で
、年
間
５
㌧（
乾
燥
）
を

生
産
し
、
将
来
的
に
は
施
設
面

積
を
倍
に
し
て
年
間
10
㌧
（
乾

燥
）
の
生
産
を
目
指
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

室
内
工
程
で
約
３
週
間
に
わ

た
り
種
苗
と
し
て
育
て
た
後
、
屋

外
の
円
形
水
槽
に
移
し
、小
・
中
・

大
の
各
水
槽
で
３
～
14
日
ご
と
に

移
し
替
え
な
が
ら
養
殖
し
、
全
行

程
約
２
カ
月
で
収
穫
が
で
き
ま
す
。

本
市
の
気
候
で
は
年
間
を
通
し
た

収
穫
が
可
能
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
に
つ
い
て
、

佐
藤
部
長
は
「
天
然
採
取
ま
た
は

海
上
養
殖
に
よ
る
生
産
が
不
安
定

で
、
国
内
の
需
要
を
賄
い
切
れ
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
市
場
で
は

高
値
で
取
引
さ
れ
て
お
り
、
今
後

は
高
品
質
な
海
藻
を
生
産
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。


